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平成 30年度「犯罪のない安全で安心なまちづくりに係る市民アンケート」の結果

概要版（H21－H25－H30対照版） 
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平成30年度

平成25年度

平成21年度

そう思う どちらかといえばそう思う あまりそう思わない そう思わない わからない

調査概要 

【調査地域】札幌市内 

【調査対象】満 20歳以上の男女個人 

【標 本 数】平成 21年 1,000人（回収数 563）（56.3%） 

平成 25年 1,003人（回収数 544）(54.2%) 

平成 30年 1,000人（回収数 350）（35.0％） 

【調査方法】調査票を郵送し、返信用封筒で回収 

【抽出方法】住民基本台帳から、標本の抽出を行う「等間隔無作為抽出法」 

１－１ 札幌市が「犯罪のない安全に安心して暮らせるまち」と思うか 

 ⇒ 「そう思う」「どちらかというばそう思う」の合計が、増加 
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0.0 %

36.0 %
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6.3 %

7.2 %

8.1 %

5.4 %

0.0 % 10.0 % 20.0 % 30.0 % 40.0 % 50.0 % 60.0 % 70.0 %

ニュース等で札幌市内で発生した犯罪を

頻繁に見るから

自分がまきこまれるかもしれない身近な

犯罪が増えていると感じるから

地域のつながりが希薄で周りに無関心に

なっており、安心できないから

依然として相当な数の犯罪が札幌市内で

発生しているから

自分や自分の身近で犯罪被害があったか

ら

札幌市内の犯罪が増えていると思ってい

たから

特に明確な理由はないが、犯罪に遭う不

安を感じているから

その他

不明

平成25年度

平成30年度

１－２ 札幌市が「犯罪のない安全に安心して暮らせるまち」ではないと思った理由 

 ⇒ 「ニュース等で札幌市内で発生した犯罪を頻繁に見るから」が大きく減少しているもの

の、「身近な犯罪が増えていると感じている」が増加 
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16.9 ％

15.1 ％
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50.3 ％

46.9 ％

44.3 ％

34.9 ％
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0.0 ％ 20.0 ％ 40.0 ％ 60.0 ％ 80.0 ％

空き巣などの住宅への侵入盗

インターネット等を利用した犯罪

車上ねらい

振り込め詐欺や悪質商法などの詐欺犯罪

自転車盗

ひったくり・すり

子どもが追いかけられるなど子どもを狙っ

た犯罪

痴漢

暴行や傷害などの暴力的な犯罪

凶悪犯罪（殺人、放火、強盗、強姦）

自動車やオートバイ盗

その他

なし

平成21年度

平成25年度

平成30年度

２ 犯罪に遭うかもしれないと不安に思う犯罪 

 ⇒ Ｈ21年度と比較して「インターネット等を利用した犯罪」が大きく増加するとともに、

「詐欺犯罪」や「痴漢」が増加している。一方でその他の犯罪は減少傾向となっている。 



 

 資料５-１ 

4 
 

 

71.8 %

37.8 %

38.1 %
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40.4 %
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23.6 %
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6.4 %

1.8 %

3.7 %

71.3 %

31.8 %

36.6 %

33.6 %

33.5 %

20.2 %

20.6 %

19.9 %

14.3 %

5.7 %

2.0 %

5.9 %

68.0 %

36.0 %

36.0 %

28.3 %

27.1 %

24.9 %

21.7 %

20.0 %

12.9 %

6.6 %

4.0 %

7.7 %

0.0 % 20.0 % 40.0 % 60.0 % 80.0 %

路上

庭や車庫などを含む自宅

歓楽街・繁華街

駐車場

公園

電車やバスなどの乗物の中

店舗や娯楽施設

駅

駐輪場

幼稚園・学校

その他

なし・不明

平成21年度

平成25年度

平成30年度

３ 犯罪に遭うかもしれないと不安に思う場所 

 ⇒ Ｈ21 年度に比べて全体的に回答割合が減少しているものの、「電車やバスなどの乗物の

中」や「店舗や娯楽施設」は増加している。 
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49.5 %

33.9 %

5.5 %

1.2 %

8.5 %

49.6 %

36.0 %

4.4 %

1.5 %

4.9 %

49.7 %

34.9 %

9.4 %

1.1 %

0.0 % 10.0 % 20.0 % 30.0 % 40.0 % 50.0 % 60.0 %

知っている

ある程度知っている

あまり知らない

全く知らない

不明

平成21年度

平成25年度

平成30年度

67.2 %

56.7 %

8.4 %

17.6 %

34.6 %

13.1 %

5.1 %

3.9 %

0.0 %

74.4 %

47.2 %

19.3 %

19.6 %

26.6 %

7.3 %

5.1 %

5.1 %

0.0 %

72.3 %

37.7 %

36.1 %

22.0 %

22.0 %

15.2 %

5.2 %

5.2 %

0.0 %

0.0 % 10.0 % 20.0 % 30.0 % 40.0 % 50.0 % 60.0 % 70.0 % 80.0 %

テレビ・ラジオ・新聞

町内からの情報

インターネット

警察からの情報

隣近所の住民からの情報

札幌市からの情報

地域防犯活動を団体からの情報

その他

不明

平成21年度

平成25年度

平成30年度

４-１ 地域や身の回りで起きている犯罪の認知 

 ⇒ 半数近くの方が「あまり知らない」「全く知らない」 

４-２ 地域や身の回りで起きている犯罪の認知経路 

 ⇒ 「テレビ・ラジオ・新聞」が変わらずに大きな割合を示しているほか、インターネットが

大きく増加 
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19.0 %

8.5 %

6.3 %

37.9 %

32.2 %

16.5 %

7.2 %

4.9 %

40.0 %

33.4 %

16.0 %

5.7 %

0.0 % 10.0 % 20.0 % 30.0 % 40.0 % 50.0 %

現状で満足している

現状である程度満足している

現状では若干足りない

現状では不足している

不明

平成21年度

平成25年度

平成30年度

33.9 %

53.4 %

11.5 %

0.6 %

0.2 %

31.6 %

57.7 %

9.0 %

1.1 %

1.1 %

35.7 %

57.4 %

5.1 %

1.1 %

0.6 %

0.0 % 10.0 % 20.0 % 30.0 % 40.0 % 50.0 % 60.0 % 70.0 %

意識を高く持って、欠か

さずに取り組んでいる

意識をもって、ある程度

取り組んでいる

意識は持っているが、あ

まり取り組んでいない

意識していない

不明

平成21年度

平成25年度

平成30年度

５ 住んでいる地域や身の回りで起きている犯罪に対する情報量 

 ⇒ 「現状で満足している」「現状である程度満足している」の合計はＨ21年度から徐々

に増加 

６ 簡単にできる防犯対策を日頃どの程度取り組んでいるか 

 ⇒ 「取り組んでいる」が高い割合で推移しているものの、「欠かさずに取り組んでいる」

が「ある程度取り組んでいる」よりも少ない 
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7.3 %

32.4 %

56.7 %

3.2 %

0.4 %

5.9 %

29.0 %

60.5 %

3.3 %

1.3 %

7.4 %

28.3 %

59.1 %

4.6 %

0.6 %

0.0 % 10.0 % 20.0 % 30.0 % 40.0 % 50.0 % 60.0 % 70.0 %

積極的に活用している

少し活用している

関心はあるが、活用していない

関心がない

不明

平成21年度

平成25年度

平成30年度

65.7 %

58.5 %

64.2 %

33.7 %

41.2 %

35.6 %

平成30年度

平成25年度

平成21年度

８「地域防犯活動の認知状況」は「知っている」が増加

知っている 知らない 不明

1.7 %

4.1 %

2.5 %

16.5 %

18.6 %

21.3 %

79.6 %

77.0 %

76.2 %

2.2 %

0.3 %

0.0 %

平成30年度

平成25年度

平成21年度

８－２地域防犯活動の参加状況」は、「積極的に参加してい

る」「参加することがある」の合計割合が年々減少

積極的に参加している 参加することがある 参加したことがない 不明

７ 防犯グッズの活用 

 ⇒ 「積極的に活用している」、「少し活用している」の合計割合が年々減少 

８-１ 地域防犯活動の認知状況 ⇒ 「知っている」が増加 

８-２ 地域防犯活動の参加状況 

 ⇒ 「積極的に参加している」「参加することがある」の合計割合が年々減少 
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13.8 %

43.1 %

19.2 %

22.5 %

13.0 %

14.5 %

16.7 %

19.2 %

9.4 %

2.9 %

0.0 %

11.0 %

48.6 %

20.8 %

15.9 %

14.7 %

16.7 %

15.9 %

17.6 %

10.6 %

3.3 %

2.0 %

38.3 %

14.2 %

40.4 %

14.2 %

14.2 %

9.3 %

12.0 %

17.5 %

8.2 %

14.2 %

8.2 %

1.1 %

0.0 % 10.0 % 20.0 % 30.0 % 40.0 % 50.0 % 60.0 %

好きな時間や参加頻度を選べれば

休日だけでよければ

参加の仕方がわかりやすくなっていれば

活動に警察や札幌市の協力が得られるならば

地域で自分の希望する活動ができるならば

知り合い同士で参加できるならば

事前に講習会等が開かれれば

危険な目に遭うことがなければ

お金がかからなければ

その他

地域防犯活動には関心を持てない

不明

平成21年度

平成25年度

平成30年度

８-３ 地域防犯活動に参加するために必要な条件 

 ⇒ 「参加の仕方がわかりやすくなっていれば」「好きな時間や参加頻度を選べれば」が

高い割合 
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41.2 %

24.4 %

11.8 %

5.3 %

5.9 %

4.6 %

1.3 %

0.0 %

0.0 %

5.5 %

38.6 %

19.4 %

9.4 %

6.0 %

8.3 %

3.7 %

2.0 %

2.0 %

6.6 %

4.0 %

0.0 % 5.0 % 10.0 % 15.0 % 20.0 % 25.0 % 30.0 % 35.0 % 40.0 % 45.0 %

地域の団体と行政との連

携・協力（町内会・自治会

と市、警察など）

地域における市民一人ひと

りのつながり

地域における各団体同士の

連携・協力（町内会・自治

会とＰＴＡなど）

地域における団体と事業者

との連携・協力（町内会・

自治会と商店、会社など）

行政機関相互の連携・協力

（市と警察など）

事業者と行政との連携・協

力（商店、会社と市、警察

など）

その他

特にない

わからない

不明

平成25年度

平成30年度

９ 主体間の連携で最もつながりを強めるべきもの 

 ⇒ 地域の団体と行政との連携・協力（町内会・自治会と市、警察など）」が高い割合で推移 
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82.8 %

62.2 %

42.0 %

23.8 %

22.0 %

4.1 %

0.0 %

83.6 %

62.3 %

31.8 %

29.4 %

16.4 %

4.6 %

1.7 %

80.6 %

49.7 %

30.3 %

25.1 %

12.3 %

5.7 %

4.6 %

0.0 % 20.0 % 40.0 % 60.0 % 80.0 % 100.0 %

見通しの悪い場所の改善や街

路灯の設置など、犯罪防止に

配慮した環境の整備

子どもや高齢者など、配慮を

要する人の安全対策

広報誌の配布や啓発活動な

ど、防犯への関心を向上させ

るための取組

市民、事業者、市など各主体

の連携促進

ジャンパーや腕章といった防

犯活動用具の貸与など、活動

への支援

その他

特にない、わからない、不明

平成21年度

平成25年度

平成30年度

10 安全で安心なまちを実現するために札幌市に期待すること 

 ⇒ 全体的にはＨ21 年度及び 25 年度から割合が減少しているものの、「見通しの悪い場

所の改善や街路灯の設置など、犯罪防止に配慮した環境整備」が高い割合を維持 


